
 

 

 

 

 
 

年年歳歳花相似、歳歳年年人不同 

BIG BOSS  若狭孝太郎 
 
 「ＢＯＳＳに聞いたらええねん」 

 教室の花や緑の元気がなくなった時に、対応を聞きに来る人たちがいます。 
 

 観葉植物を廊下や階段にどんどん並べるし、シクラメンやヒヤシンスを教室へ配るから、私が詳しいのだ

と思っているようです。でも実は、私にたいした経験はないんです。今の３年生と一緒に三中にやって来て、

それから植物を扱い始めました。虫にやられたり、必要なときの水やり不足や冬の寒さ対策不足で、いくつ

もの花や観葉植物を枯らせてきました。「失敗」を何とか次の年のシンゴニウムやディフェンバキアに活か

そうとしてきました。「１年前とは違う自分」の積み重ねで、今年の花や緑はしっかり元気に育っています。さ

ぁ、寒かった冬もあと少しです。いよいよ春がやってきます。 
 

 正門を通りアプローチを進んだところにある堂々とした桜。体育館の入り口横で校舎から伸びて

くるような躍動的な桜。通用門から生徒玄関に向かう坂の両側に並んだ雅やかな桜。三中にはい

くつもの桜があります。すでに膨らんできている蕾。やがて満開を迎えて咲き誇り、舞い上がるこ

とになるでしょう。 

 唐の時代の中国の劉希夷という人の「代悲白頭翁」（白頭を悲しむ翁に代わって）という漢詩に有

名な一節があります。 

年年歳歳花相似（年年
ねんねん

歳歳
さいさい

花相似
あ い に

たり） 

      歳歳年年人不同（歳歳年年人同じからず） 
 
 「来る年も来る年も、花は変わらぬ姿で咲くけれど、年ごとに、それを見ている人は、移り変わ

っていく」という意味で、自然の悠久さと、人の世の無常さを対比させていると言われています。

三中の桜はこれまでと同じように綺麗に今年も咲くことでしょう。でも、それを見る三中生は去

年とは違うのです。卒業していなかったり、入学してきて加わったり…です。そして、今年も花を

見るだろう１年生と２年生も、それぞれ１年前の自分よりしっかりと成長しているはずです。「見

る人」は顔ぶれも中身も「同じからず」なのですね。 
 

 今月 14日には 126人の３年生が「卒業生」となります。卒業生の皆さんと保護者の皆様に心か

らお祝い申し上げるとともに、子どもたちへの指導・支援に関わってくださった多くの方々へ厚

くお礼申し上げます。また、１･２年生も１年間の総まとめに取り組んでおります。卒業や進級へ

の大切な残り数週間、ご協力・ご支援のほどよろしくお願いいたします。 
 

 桜は同じように咲くからいい。人は同じでないからいい。私はそう思うのです。 

 

 

■3月 14日 卒業式 

 午前 10:00開式です。 

生徒会が中心となって、式場装飾

の製作に取り組んでいます。 

 一人ひとりが思いと工夫を込めて

つくり上げる卒業式に向け、着々と

準備を進めています。 

 

■3月 1５日 2年校外学習 

大阪メトロ１日乗車券を使用した、

大阪市内の班別ポイントハイクと 

施設見学に取り組みます。 

 

■3月 1９日 1年校外学習 

コリア NGOセンターへ行って、講演

会、体験学習、フィールドワークを通

して、韓国の文化、歴史について学び

を深めます。 

 
 

《４月の主な予定》 
 ４日 新入生入学前オリエンテーション 

 ８日 入学式・始業式 

１０日 クラス写真 

１８日 全国学力・学習状況調査（３年） 
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いよいよ令和５年度も最後の３月を迎えました。３年生は公立一般選抜に突入し、進

路決定に向け最終局面に入ります。すでに私立受験、公立特別選抜で進路が決めた生徒

もいる中、辛抱強く詰めの努力を積み重ね、進路を切り拓いてくれるものと期待してい

ます。１年生、２年生も卒業式への準備に取り組む一方、校外学習を通して社会的な視

野を広げ、次年度のステップアップにつなげてくれるものと楽しみにしています。 

給食

1日 金 〇

2日 土 〇

3日 日

4日 月 一般選抜出願（～3/6） 〇

5日 火 1､2年式練習　3年式練習 〇

6日 水 〇

7日 木 1､2年式練習　3年式練習 〇

8日 金 一般選抜事前学習　午前中授業 1､2年〇

9日 土

10日 日

11日 月 一般選抜学力検査 1､2年〇

12日 火 全体式練習　予行準備 1､2年〇

13日 水 卒業式予行　３年式練習　前日準備 1､2年〇

14日 木 卒業式

15日 金 2年生校外学習　学年末懇談（希望制 ～3/21）

16日 土

17日 日

18日 月

19日 火 一般選抜合格発表、1年生校外学習

20日 水 春分の日

21日 木

22日 金 修了式　大掃除

 ３月の予定

tel:072-633-0007


つながり 思いやり 自分と仲間を高め合おう 

【1年生】 

学年末テストが終わり、大きな山場を越えた先には２年生へと続く道が見えてきました。

あと、もう少しで１年生が終わります。３月は校外学習や卒業式などまだまだ行事はあり

ます。校外学習では班で活動をするので互いに協力し合い、困っているクラスメイトがい

たら助け合うあたたかい笑顔のあふれる学年であってほしいと思います。また卒業式では

3年生とする最後の学校行事になります。式練習を通して規律を守り厳かな気持ちで 3年

生を送り出せる卒業式になるように挑みましょう。 

 

【2年生】   
２年生最後の学年末テストも終わり、ほっと一息ついているころではないでしょうか。

日常の学習の成果が出たものになったと思います。結果から自分の課題を見つけ、新年度

の学習へとつなげてほしいと思います。 

 ３月は百人一首大会から始まり、校外学習、卒業式がありま

す。学年では、校外学習に向けて必要なルールを考えグループ

で話し合い、準備をすすめています。校外学習の取り組みを通

して得た学びと経験を来年度、最上級学年として様々な活動

に生かしてほしいと思います。 

卒業式は、一人ひとりがお世話

になった先輩方に感謝の気持ちを

もって参加し、三中からの旅立ち

を祝ってほしいと思います。 

 

【3年生】 

２月に入って私立入試、公立高校特別選抜入試と、進路に向

けて次々と越えていかなければならない壁がやってきました

が、学校生活では、それぞれの目

標に向かって地道に努力している姿が見られ、本当によく

頑張っています。３月に入ったら公立高校の出願、入試があ

り、受験も山場をむかえる事となりますが、悔いの残らない

ように、最後の追い込みに頑張って欲しいと思います。さら

に３年生の底力を発揮して、残された日々を充実したもの

にして、すばらしい卒業式を迎えてほしいと思います。 

 

■生徒会の取り組み 

生徒会では１年間の集大成として卒業式製作の活動をしています。今まで共に学び、いろい

ろなことを教わってきた先輩である３年生の卒業式に華を添えることができるよう、各委員会

がアイデアを出し合いながら取り組んでいます。 

また、執行部では、２月に摂津市５中学がそれぞれの学

校での生徒会の取り組みを交流し合う生徒会サミットが

リモートで行われました。それぞれの取り組み内容を聞い

て関心を持ったり、さらに深く質問をして、納得する姿な

どが見られました。 

その他にも、元気がなくなりがちな寒い朝に校門に立っ

て挨拶運動を行ったり、クラスでのアンケートをもとに 

お昼のラジオ放送を実施したりと、生徒会活動に一生懸命取り組んでいます。 

 

 

■生徒指導より 
ストレスマネジメント・アンガーマネジメントについて、スクールカウンセラーより心理的

な観点から 3学年それぞれに講演をしていただきました。自分はストレスをためやすいのかを

分析しつつ、ストレスを溜めたときにどのように緩和させるのか教えていただきました。 

来週から卒業式練習が始まります。卒業生・在校生が卒業式を成功させるために一人ひとり

が意識を持って練習に取り組んでほしいと思います。 

2月22日（木）より最終門限時刻が１８時になっています。クラブ活動や生徒会活動

などの終了時刻も変わってきますのでお知りおきください。 

 

 

■道徳の取り組み 

１年生  

 １年間の教科書を使用しての、道徳の授業が終わりました。３月には、１年間の振り返りも行います。１

年間を見直すと、その時には考えていないことが浮かぶこともあります。そうやって自分自身を振り返る

機会を大切にしてほしいと思います。これからも個人の考えを大切にできる集団になればいいですね。 
 

２年生 

 学年教師によるローテーションが終わり、担任から「１００万回生きたねこ」を使った授業を行いました。 ま

た、１年間の振り返りも行い、特に印象に残った道徳の授業について、各自で感想文を読み返し、再度自分の

考えをまとめました。 
 

３年生  

郷土のために尽くした濱口儀兵衛さんの「稲むらの火」余話を読み、自分たちも第三中学校の一員として

の帰属意識をもって、後輩たちに伝えたい母校である三中の良さや伝統について考えました。 
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